
令和7年度補正予算 地域の事業者間連携を通じた物流生産性向上推進事業

【定量効果（令和10年度目標）】
• 取扱貨物量に対するCO2排出量を10%削減
• EV車両導入率を10%増加
• 次世代モビリティと自動配送ロボット等を導入

【定性効果（地域・政策への波及効果）】
• 競合事業者間のデータ連携と各社の拠点を活用

した共同中継輸送により、トラック積載率向上と
運行本数の最適化を実現

• 北本団地スマートハブを中心とした受取環境改
善や自動配送ロボット活用により、地域の利便
性向上、住民の物流担い手化、コミュニティの相
州と活性化を推進

• 高齢者等の雇用創出と見守り強化に寄与

【事業実施背景】
埼玉県北本市では大型団地等での急速な少子高齢化の進展によって物流サービスを維持する上での問題が他地域に比してより

深刻化している一方、地理的には他地域の事業者との連携による物流生産性向上の要所として大きなポテンシャルを有している。

北本市のインフラを活用した地域共生型物流基盤構築事業

事業概要

事業内容

協議会名：北本市スマート物流推進協議会

北本市内の既存インフラを最大限に活用しながら、サプライチェー
ンのデータ連携による競合企業間での共同中継輸送及び地域にお
ける持続可能な集配モデルを構築し、物流生産性向上を実現

Point

協議会構成員
北本市、ヤマト運輸株式会社、佐川急便株式会社、
加藤トマト園、株式会社ベルク、ウエルシア薬局株式会社、 LOMBY株式会社、
独立行政法人都市再生機構、株式会社ＮＸ総合研究所

想定事業実施効果

※１ 新スリーター：
リアカーを電動アシ

スト自転車で牽引する
構造の軽車両

※２ スマートハブ：
先端技術により物流

機能を自動化・最適化
する物流拠点および
プラットフォーム

※３ E2E：
End to End（エン

ド・ツー・エンド）」の略
で、集荷から配達まで
一貫して管理・最適化
する考え方

※順不同
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